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※右のQRコードを読み取ると過去の私の⼀般質問の動画が表
⽰されます。通信量につきましては各⾃個⼈負担でお願いいたし
ます。なお、動画はWi-Fi下での視聴をお勧めします。 
 

【6⽉定例会の質問項⽬】 
令和2年6⽉15⽇（⽉）に、市政に対する⼀般質問が⾏われまし
た。 
1 コロナ禍における各種⽀援⼿続きについて  

①  ⽇常的に⽀援が必要な⽅への各種⽀援⼿続きについて  
②  特別定額給付⾦の普及について  
③  寄附の受け⼊れについて  
④  事業継続⽀援⾦について  
⑤  農業⽣産経営⽀援について 

2 コロナ禍における学びの実現について  
①  登下校に係る⾒守り体制について  
②  登下校時の視認性向上の取組について  
③  通学路における防犯カメラの必要性について  
④  ⼦どもたちのメンタルケアについて  
⑤  オンライン授業に向けた整備導⼊について  
⑥  オンライン授業の早期実現に向けた体制づくりについて 

3 コロナ禍における防災への取組について  
①  避難所の感染症対策について  
②  感染症蔓延下での臨時避難所の指定について  
③  避難⽅法とその周知について 

4 新型コロナウイルス感染症対策の検証について 
5 現状を踏まえた今後のまちづくりについて  

①  在宅勤務導⼊⽀援について  
②  塾や習い事のリモート化⽀援事業について  
③  テレワーカー向けサービス環境整備について  
④  サテライトオフィスの開設等⽀援について  
⑤  スーパーシティ構想実現に向けた取組について 

 
【市政に対する⼀般質問】 

《主な市⻑とのやりとり》 
〈⽇常的に⽀援が必要な⽅への各種⽀援⼿続きについて〉 
Q 独居の⾼齢者の⽅や、障害者の⽅など、⽇常的に⽀援が必

要な⽅が⼿続きをされる場合の対応について、特別定額給付
⾦を例に、これまでどのようにご⽀援されているのか︖ 

A 新型コロナウィルスに関する各種⼿続き等について、必要
に応じて漏れなく申請できるよう、引き続き関係機関と連携
し、積極的なアウトリーチによる⽀援に努めていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔コメント〕新型コロナウィルス
感染症によってお亡くなりになら
れた⽅へお悔やみを申し上げると
ともに、⽇々奮闘されている医療
従事者の⽅々へ⼼から感謝の意を
表します。 

さて、今回の６⽉定例会では、
流動的に変化するコロナ対応に関
する専決処分の承認の他、コミュ
ニティプラザ（サンシティ）の財
産の取得、⼤沢地区センター・公
⺠館改修⼯事（旧保健センター）
請負契約の締結、⼤相模保育所建
設⼯事請負契約締結等が議案とし
て上程され審議を⾏いました。 

また、７⽉臨時会が７⽉２９⽇
に⾏われました。詳しくは同時発
⾏の７⽉臨時会特別号をご覧くだ
さい。

 
のぐち ⾼明 

過去⼀般質問動画⼀覧 

 
６⽉定例会 

⼀般質問動画 

 

※イラストはイメージです。 



※この報告書は費⽤を抑えるため、のぐち⾼明本⼈が作成から印刷まで⾏っております。イラストはフリー素材です。 
Instagram/LINE@/Facebook/Twitter 等にて随時発信しております。QR からフォローをよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

『のぐち⾼明プロフィール』 
１９８２年（昭和５７年）6 ⽉ 5 ⽇⽣まれ ３８歳 
野⼝学院を経営する両親の元、⻑男として⽣まれる。 
しらこばと幼稚園／越⾕市⽴⼤袋北⼩学校／私⽴城北中学校／
私⽴城北⾼等学校／東京理科⼤学経営学部／ 
元川⼝市役所⾏政職員 
⼼⾝障害福祉センターわかゆり学園／情報政策課 
介護保険システム管理・市公式ホームページ構築庁内担当等 
平成最後の越⾕市議会議員選挙（２０１９年４⽉２１⽇執⾏） 
にて地域の皆様に⽀えられ初当選（１期⽬） 
無所属会派『越⾕刷新クラブ』に加⼊ 
政治信条『地域密着・地元貢献・政治は地元地域から』 
趣味『テニス・ゴルフ・クライミング・コーヒー・畑』 
 

〈特別定額給付⾦の普及について〉 
Q 申請期間中にまだ申込がない⽅への勧奨について、どのようにお考えか︖ 
A ７⽉下旬には、申請をしていない⽅に対して、勧奨通知の送付を予定している。今後

も、迅速かつ的確な給付事務に努めるとともに、本事業の趣旨を踏まえ、必要とされ
るすべての⽅に確実に給付がなされるよう、事業の周知・普及に取り組んでいく。 

 
〈農業⽣産経営⽀援について〉 
Q 現在の本市農業への影響をどの程度であると捉え、それに

対し、どのような⽀援策を⾏っておられるのか︖ 
A 越⾕いちごタウンを例にとると売上⾼が昨年⽐で２０％減
少した。市内のいちご観光農園も同様であると考える。緊急
事態宣⾔による閉園後のイチゴの販路を確保するため、市役
所職員向けに約１３００ケースの斡旋販売を⾏った。また、
市内２カ所の⽼⼈福祉施設に納品できることとなり、販路を
拡⼤した。その他に、冷凍イチゴを市内⼩中学校の給⾷でイ
チゴジャムとして活⽤できるよう調整を進めている。 

  
〈新型コロナウイルス感染症対策の検証について〉 
Q 越⾕市独⾃の８つの対策（財源︓国庫⽀出⾦）について、効果とその検証について
は、いつまでに、そしてどのように⾏うのか、市⻑のお考えは︖ 

A 国からは、事業の終了後に効果の検証を求められている。国から⽰された検証⽅法を
踏まえて、適切な時期に効果の検証を⾏っていく。 

 
〈現状を踏まえた今後のまちづくりについて〉 
Q 新型コロナウィルス感染拡⼤の現状を踏まえて、「働

き世代に選ばれるまち」とは以前と変わらないとお考
えか︖それとも、すでに変化しているとお考えか︖ 

A  産業界だけではなく、⾏政にも⼤きな影響をもたらし
ている。⾏政サービスのあり⽅については根本から考
えていかなければならない。これまでの⾏政のテーマ
であった、“⼈と⼈とのふれあい“ということひとつをと
っても、変わっていくであろう。通信機器の発達を駆
使したサービスのあり⽅についても、根本的に⾒直す
いい機会。今後は様々な分野でいろいろな課題が提起
されるであろう。⼀つ⼀つに率直に⽿を傾け、対応す
る努⼒をしていく。(市⻑答弁) 


